
　

巳
年
で
あ
る
本
年
は
︑蛇
が
脱
皮
す
る

特
性
を
捉
え
︑更
な
る
成
長
あ
る
い
は
復

活
再
生
の
年
と
も
言
わ
れ
ま
す
︒皆
様
の

日
々
に
お
い
て
も
︑そ
う
し
た
前
向
き
で
明

る
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
︒

　

神
戸
宗
社
は
年
始
の
初
詣
に
て
︑た
く

さ
ん
の
参
詣
者
に
お
越
し
頂
き
︑大
い
な
る

賑
わ
い
を
頂
き
ま
し
た
︒以
降
も
絶
え
ず
︑

ご
参
拝
頂
く
方
は
多
く
︑お
蔭
様
で
年
々
︑

参
拝
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
印
象
を
受

け
ま
す
︒﹃
神
は
祭
り
に
よ
っ
て
そ
の
神
威

を
増
し
︑祈
り
に
よ
っ
て
そ
の
霊
威
を
強
め

る
︒﹄と
の
言
葉
が
あ
り
︑皆
様
の
思
い
が
強

け
れ
ば
強
い
ほ
ど
︑多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

神
々
の
お
働
き
︑お
導
き
に
広
が
り
と
深
み

が
生
ま
れ
ま
す
︒そ
う
し
た
氏
神
様
と
皆

様
と
の
相
互
関
係
か
ら
︑神
戸
の
町
が
よ
り

一
層
明
る
く
︑互
い
の
御
縁
に
あ
ふ
れ
た
活

気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
︑こ
の
巳
年
に
思
い
を
馳
せ
て
神
戸
の

宮
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
︒
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﹁
第
��
回
神
宮
式
年
遷
宮
﹂が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
︒

数
あ
る
儀
式
行
事
が
含
ま
れ
る
中
︑そ
の
内
の
一
つ
︑﹁
御
樋
代
木
奉
迎
送

行
事
﹂が
間
も
な
く
こ
の
神
戸
に
も
や
っ
て
き
ま
す
︒
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野
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︶

　
　
　
　
　

  

三
重
県
護
国
神
社

　

神
戸
宗
社
で
の
開
催
日
時

　

令
和
�
年
�
月
�
日︵
月
︶ 

午
前
�
時
頃 

～

　

神
戸
が
古
来
よ
り
伊
勢
の
神
宮
と
結
ん
で
き
た
御
縁
を
再
び
繋
ぎ
合

わ
せ
︑倭
姫
命
が
巡
幸
な
さ
れ
た
神
戸
の
行
路
を
再
び
内
宮
外
宮
の
両

宮
御
用
材
が
辿
っ
て
い
く
瞬
間
は
︑ま
さ
に
倭
姫
神
話
の
蘇
生
で
す
︒神
戸

史
上
初
の
歓
迎
行
事
の
開
催
は
︑神
戸
に
と
っ
て
︑大
変
意
義
深
く
︑大
い

な
る
誉
れ
で
あ
り
ま
す
︒ど
う
か
こ
の
歴
史
的
瞬
間
に
お
立
合
頂
け
ま
す

様
︑平
日
開
催
と
は
な
り
ま
す
が
︑万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
︑皆
様
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

　

近
日
中
に
︑神
戸
町
内
回
覧
に
て
︑﹁
参
加
募
集
﹂案
内
を
行
い
ま
す
︒

お
申
込
み
及
び
取

り
纏
め
は
︑各
町
総

代
様
と
致
し
ま
す
の

で
︑宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
︒神

戸
町
以
外
に
お
住

ま
い
の
皆
様
は
︑神

戸
宗
社
へ
直
接
お

申
込
み
く
だ
さ
い
︒ ヨ

ミ
ガ
エ
リ
倭
姫
伝
説

K O U T A T S U - S A N



　皆様の心からの御奉賛を頂き、御造営事業が動き始めました。宮
にかける思い・未来に託す心・歴史に立ち会える喜びなど、皆様から
は、様々な感情と共に御奉賛頂 いている印象を受けます。ただ、道
程は遠く険しい現状です。大正末期に改築完成した拝殿は、ちょうど
１００年の節目を迎え、これより再び新たな歴史を紡いでいく事にな
ります。このような節目に立ち会える事を誇りと受け止めて頂き、次
世代へと繋いで参りましょう。『君が代』の一節に「さざれ石の巌とな
りて」とあり、一人ひとりの力は小さくても、みんなで団結すれば強大
な力を発揮することができるという日本人の調和 や団結の国民性
を表現しています。御奉賛がまだの方は、是非とも。すでにお済みの
方々は、積み重ねを。引き続き、宜しくお願い申し上げます。

3 月 2 日 　 　 午 前 9 時 ～
「 開 運 厄 除  伏 見 稲 荷 神 社  初 午 大 祭 」

日

日

お
知
ら
せ

　今回は神戸宗社の主祭神である天照大御神をお祀りする「神館神明社」
創立の経緯と伊勢神宮との関わりについて前/後編に分けてお話します。
　 神戸って？
　皆さんは神戸（かんべ）と言う地名の謂れをご存知でしょうか？神戸と
言うのは本来、特定の神社の神領地で、その神社の維持の為に奉仕をす
る家 （々民戸）の事です（地域に課された役職と言う認識で良 い）。子細
は後述しますが、我々の住むこの地域は往古、伊勢神宮の神戸（神領地）
であり、神戸宗社の創始である、神館神明社とは深い関わりがあります。
　 倭姫命の御巡幸
　一般にあまり知られていない事ですが、伊勢神宮の御祭神である天
照大御神は、天孫降臨以来、天皇の住まう宮中で祀られていましたが、
今から二千年以上前、第十代崇神天皇の御代に大和国（現・奈良県）笠
縫村に簡易的にお祀りされました。 その後、十一代垂仁天皇の命を受
け、大 御 神の依 代である鏡を携えた皇 女 倭 姫 命 により、天 照 大 御 神 が
永遠に鎮まるにふさわしい場所を求めた御巡幸の旅の末、伊勢の地に
鎮座しました。
　尚、倭姫命の御巡幸（遷座）の経緯は、次の三冊の書物に記されてお
り、「日 本 書 紀」では簡 略 に、「皇 太 神 宮 儀 式 帳」※ �ではやや詳しく、伊
勢神宮の聖典である神道五部書の一冊「倭姫命世記」※�では詳しく記
されています。
簡略な日本書紀はさておき、「儀式帳」と「世記」には、御巡幸の滞在地
や地 名、滞 在 中 に大 御 神を奉 斎した宮 名 などに共 通 点 はありますが、
以降はより信憑性の高い"儀式帳"に則してお話を進めます。

余 談 になりますが、御 巡 幸の途 中、一 時 的 に大 御 神をお祀りした神 社
（場所）は、"元伊勢"と呼ばれております。
　さて、大 和 国を出 発した倭 姫 命 の一 行 は、行く先々でその地 域 の統
治者から神戸 や神田の寄進を受け、遷座を繰り返しながら伊賀国→近
江国→美濃国を経て現在の桑名から、伊勢国に入られました。

広報委員長　杉本　信雄（後編に続く）

ホームページ インスタグラム




